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リゾート構想
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国
元
？
難
赤
肌
認

　

奥
越
二
市
－
村
が
計
画
し
て
い
る
「
奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構

想
」
が
五
月
二
十
八
日
、
国
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
総
事
業
費
千
三
百
億
円
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
本
格

的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
は
、

飛
越
国
境
の
白
山
山
ろ
く
に
展
開

す
る
豊
か
な
自
然
資
源
と
城
下
町

の
街
並
み
、
史
跡
な
ど
の
歴
史
的

文
化
遺
産
の
活
川
が
土
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

開
発
テ
ー
マ
は
、
「
緑
と
星
と
歴

史
が
奏
で
る
森
フ
ォ
ニ
ー
リ
ソ
ー

ト
△
奥
越
高
原
郷
▽
」
。

　

多
様
な
活
動
を
心
行
く
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
人
間
性
回
復

の
場
と
魅
力
あ
る
通
年
型
の
総
合

的
な
リ
ゾ
ー
ト
（
保
養
）
地
と
し

て
の
整
備
を
日
指
し
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
、
昨
年
五
月
に
県

が
国
に
基
礎
調
査
書
を
提
出
し
、

国
土
庁
な
ど
関
係
六
省
庁
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
「
お
お
む
ね
妥
当
」
の

回
答
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
今
年
三
月
に
基
本
構
想
の
申

請
を
行
い
、
こ
の
度
の
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

　

活
動
の
拠
点
と
な
る
重
点
整
備

地
区
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
は
、
五
地

区
で
そ
の
う
ち
三
地
区
が
大
野
市

に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
備
の

特
色
や
主
要
な
施
設
は
次
の
と
お

り
で
す
。

重点整備地区殺圏域旦

一エ・一j

大
野
城
平
価
弛
め
周
辺
地
区

歴
史
都
市

ヒXトリー

q・7p・

　

主
と
し
て
自
然
資
源
を
活
川
す

る
こ
の
計
画
の
中
で
、
唯
一
の
都

巾
文
化
型
重
点
整
備
地
区
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ゾ

ー
ト
に
訪
れ
た
人
々
の
歴
史
的
文

化
的
行
動
欲
求
に
対
応
し
た
祁
市

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

歴
史
・
水
・
伝
統
工
芸
・
文
化

財
な
ど
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
素
材
は

朝
市
が
開
か
れ
る
七

間
通
り
を
中
心
に
五

百
ロ
い
の
円
内
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
こ
の

　
　
帯
を
徒
歩
散
策
ゾ

ー
ン
と
し
、
風
情
の

あ
る
「
古
都
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
重
視
し
た

歴
史
祁
巾
を
形
成
し

ま
す
。
こ
の
地
区
は
、

昨
年
三
川
に
定
め
ら

れ
た
巾
街
地
整
㈲
基

本
計
画
区
域
を
包
括

し
て
お
り
、
県
や
巾

が
取
り
組
む
公
共
施

設
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。
し
三
安
な
施

設
は
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
・
亀
山
公
園
…

お
水
公
園
・
劇
場
・

多
日
的
ホ
ー
ル
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
駐
車

場
や
景
観
づ
く
り
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
民
間
施
設
で
は
、
シ
テ
ィ

ー
ホ
テ
ル
や
ふ
る
さ
と
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
百
億
円
、
対
象
面
積

は
二
千
百
六
ト
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。



六
呂
師
高
原
御
区

星
の
ふ
る
里
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・74レ7S

　

こ
の
構
想
の
中
心
部
に
位
置
し
、

奥
越
高
原
の
代
表
的
景
観
を
も
つ

こ
の
地
区
は
、
一
大
リ
ゾ
ー
ト
エ

リ
ア
を
形
成
す
る
の
に
最
適
の
地

と
も
い
え
ま
す
。

　

牧
歌
的
雰
囲
気
と
自
然
を
活
か

し
た
野
外
活
動
施
設
に
加
え
、
星

空
の
美
し
い
街
に
も
選
ば
れ
て
、
雄

大
な
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
星
と
宇
宙
、
動

植
物
、
地
形
、
地
質
な
ど
の
自
然

を
観
察
・
学
習
し
、
守
り
育
て
る

心
を
養
う
拠
点
と
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

竣
工
間
近
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

や
観
察
の
森
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

民
間
施
設
で
は
、
ス
キ
ー
場
の
拡

張
、
ゴ
ル
フ
場
、
体
験
牧
場
、
音

楽
の
杜
、
そ
し
て
温
泉
保
養
施
設
、

ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
別
荘

な
ど
の
宿
泊
施
設
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
二
百
八
十
億
円
、
対

象
面
積
は
二
千
四
百
八
十
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

銀
杏
蜂
七
宝
痩
身
凋
迦
馳
囃

修
養
の
里

－4i・，ド

・74S・7S；

　

こ
の
地
区
は
、
修
行
の
寺
で
「
曹

洞
宗
第
二
道
場
」
と
も
い
わ
れ
る

宝
慶
寺
と
同
寺
ゆ
か
り
の
銀
杏
峰

（
千
四
百
四
十
一
‐
）
が
深
山
幽
谷

特
有
の
神
秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
銀
杏
峰
の
北
向

き
に
広
が
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
斜
面

を
利
川
し
た
本
格
的
ス
キ
ー
場
と

夏
季
利
川
と
し
て
山
頂
部
に
設
け

ら
れ
る
ア
ル
プ
（
高
山
）
園
地
が

こ
の
地
区
の
特
徴
で
す
。

　

学
生
の
合
宿
や
企
業
の
研
修
に

活
川
で
き
る
よ
う
、
温
泉
セ
ン
タ

ー
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
清
滝
川
の
清

流
を
利
川
し
た
施
設
な
ど
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
賞
は
九
十
億
円
、
対
象
面

積
は
二
千
二
百
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
す
。整

備
に
関
ず
岑
配
慮

　

リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
整
備
を
進
め

る
う
え
で
、
お
も
に
次
の
点
を
配

恩
し
ま
す
。

＊
白
然
環
境
の
保
全
と
の
調
和

＊
居
住
機
能
と
の
調
和

＊
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
の

　

調
和

＊
地
元
商
工
業
の
健
全
な
発
展

＊
観
光
業
の
健
全
な
発
展

＊
地
価
の
安
定

解説

リ
ソ
一
ト

意
味
保
養
地
。
宿
泊
、
滞
在
施

設
が
あ
り
、
充
実
し
た
活
動
が
で

き
て
、
自
然
環
境
と
都
市
機
能
が

備
わ
っ
た
場
所
。

リ
ゾ
ー
ト
法
正
式
に
は
、
総
合

保
養
地
域
整
備
法
と
い
い
ま
す
。

こ
の
法
律
に
は
二
つ
の
ね
ら
い
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
内
需
の

拡
大
を
図
り
、
余
暇
時
間
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
長
期
滞
在
型
保

養
地
を
整
備
す
る
こ
と
。
第
二
は
、

農
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

も
安
定
的
な
就
業
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
政
策
を
実
現

す
る
う
え
で
、
農
村
工
業
導
人
や

地
場
産
業
の
振
興
と
並
ん
で
観
光

開
発
、
保
養
地
開
発
が
有
力
な
方

法
と
な
り
ま
す
。

国
の
承
認
を
受
け
る
と
こ
の
法

律
は
、
お
も
に
都
市
住
民
が
長
期

滞
在
す
る
保
養
地
を
建
設
す
る
た

め
、
税
制
優
遇
な
ど
で
民
間
活
力

を
い
か
し
、
支
援
す
る
こ
と
を
内

容
と
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
・

宿
泊
施
設
の
建
設
に
対
し
、
法
人

税
、
固
定
資
産
税
な
ど
で
優
遇
し
、

日
本
開
発
銀
行
の
資
金
な
ど
の
融

資
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
公
共
施
設

の
整
備
、
農
地
法
等
に
よ
る
処
分
、

国
有
林
野
の
活
用
に
つ
い
て
も
配

慮
さ
れ
ま
す
。
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‘
ハ
呂
師
高
原
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
県
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
と
そ
の
観
察
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
奥
越
の
ブ
ナ
林
や
カ

モ
シ
カ
な
ど
を
配
置
し
た
パ
ノ
ラ
マ
や
各
種
の
標
本
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
観
察
棟
に
は
、
全
国
で
も
最
大
規
模
の
天
体
望

遠
鏡
が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
天
体
観
測
が
で
き
ま
す
。

　

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、
県
が

昨
年
か
ら
奥
越
に
‐
少
年
の
森
に
隣

接
し
て
建
て
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
七
月
ト
二
日
に
落

成
式
を
行
い
、
同
‐
午
後
か
ら
一

般
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

　

県
は
、
同
時
に
こ
の
あ
た
り
一

帯
を
「
自
然
観
察
の
森
」
と
し
て

整
㈲
を
進
め
て
い
ま
す
。
森
は
完

成
し
た
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
次
の
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　

落
葉
樹
や
針
葉

樹
、
き
の
こ
や
薬

草
な
ど
の
生
態
が

分
か
る
「
観
察
ゾ

ー
ン
」
、
育
林
作
業

や
炭
焼
き
な
ど
が

で
き
る
「
体
験
ゾ

ー
ン
」
、
散
策
や
森

林
浴
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
が
で
き
る

　

「
健
康
ゾ
ー
ン
」

が
計
山
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

六
呂
師
高
原
の

豊
か
な
自
然
を
満

喫
し
た
’
が
ら
、
自

然
が
も
た
ら
す
恵

み
と
仕
組
み
、
保

護
の
必
が
性
を
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
完
成

は
平
成
四
年
瞳
。

　

県
で
は
、
動
物
・
植
物
・
鉱
物

・
天
体
の
専
門
職
0
を
配
置
す
る

ほ
か
、
一
般
市
民
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
子
供
会
な
ど
、
す
で
に

各
方
面
か
ら
反
響
が
あ
り
、
今
夏

は
兄
学
者
が
殺
倒
し
そ
う
で
す
。

▲自然保護センター本館（行F）と観察棟（上）

本
…
…
ぎ
…
…
…
い
工
。
。
紬
｀
四

　

周
囲
の
景
観
と
の
調
和
を
考
慮

し
た
山
小
屋
風
の
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
ド
ー
階
、
地
h
こ
階

建
て
、
延
づ
I
モ
い
日
十
～
で
方
じ

で
す
。

　

一
階
に
は
、
吹
抜
け

に
な
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
展

示
室
や
映
写
設
備
の
あ

る
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
、

j
務
室
な
ど
が
あ
り
ま

ず
つ
‘
J
附
に
は
、
勁
植
物

や
岩
石
な
ど
の
標
本
展
示

室
、
に
作
室
、
図
皿
‥
室
、

会
議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
ド
ー
階
に
は
、
動
植
物

の
保
育
室
、
屹
燥
資
料
室

が
あ
り
ま
す
。

　

保
護
セ
ン
タ
ー
の
周
囲

に
は
、
芝
生
を
張
っ

た
学
習
広
場
が
あ
り
、

観
察
棟
や
ハ
イ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
へ
は
、
散

策
歩
道
な
ど
で
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

前
貞
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
奥
越
高
原

リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
で

も
、
白
然
保
護
セ
ン

タ
ー
は
六
呂
師
高
原

地
区
（
星
の
ふ
る
里
）

の
中
心
的
な
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
「
自
然
観

察
の
森
」
が
整
備
さ

れ
ま
す
と
大
勢
の
人

々
が
訪
れ
、
リ
ゾ
ー

ト
構
想
実
現
に
向
け

て
、
一
川
弾
み
が
首

く
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

各種展示コーナーS・

2階工作室？

パ
ノ
ラ
マ
展
示
４
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観
察
棟
は
、
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

か
ら
約
こ
百
封
離
れ
た
小
高
い
丘
の

上
に
あ
り
ま
す
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

延
べ
四
百
十
八
平
方
□
で
、
周
囲

を
見
渡
せ
る
よ
う
円
筒
型
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
階
に
は
、
四
十
四
人
が
入
れ

る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
が
あ
り
ま

す
。
二
階
に
は
、
動
植
物
な
ど
×

高
倍
率
の
双
眼
鏡
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
野
外
観
察
室
が
あ
り
ま
す
。

三
階
は
、
三
十
人
ま
で
入
れ
る
天

体
観
測
室
で
、
中
央
に
開
閉
式
の

ド
ー
ム
が
あ
る
直
径
八
百
t
i
t
の
「
力

セ
グ
レ
ン
式
天
体
望
遠

鏡
」
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
般
公
開
用
と

し
て
は
国
内
最
大
で
、

操
作
は
す
べ
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
制
御
さ
れ

ま
す
。
大
気
の
状
態
が

よ
け
れ
ば
十
六
等
級
の

星
や
土
星
の
輪
の
模
様

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
小
型
望
遠
鏡
四
台

や
モ
ニ
タ
ー
用
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

も
設
置
さ
れ
ま
す
。
神
秘
的
な
宇

宙
の
光
景
が
目
の
前
に
広
が
る
の

も
間
も
な
く
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

入
場
料
無
料
休
館
日
‐
り
曜
‐
・
祝
目

年
末
年
始
本
館
・
野
外
観
察
室
午
前

9
時
、
’
‘
午
後
5
時
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
‐
曜
午
前
1
0
時
？
1
0
時
3
0
分
と
午
後

1
時
3
0
分
？
2
時
天
体
観
察
室
土
曜

午
後
7
時
3
0
分
、
’
、
9
時
3
0
分
（
1
0
日
’
‘

3
月
は
3
0
分
繰
り
上
げ
）
団
体
予
約
は

火
？
金
曜
（
時
間
帯
は
一
般
と
同
じ
）

詳
し
く
は
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
（
豊
6

7
・
1
6
5
5
）
ま
で
。

観察棟断面図

自
然
保
護
溜
舗
鯉
則
9
國
厨
惣

フ
ア
ミ
リ
ー
キ
刎
ン
ズ
遜
嘸
蕎
拠
漸
瓢
集

主
催
奥
越
葡
爾
徊
庭
森

参
加
対
象
親
子
コ
ー
ス
（
保
護

者
と
園
児
？
中
学
生
）
。
子
ど
も
コ

ー
ス
（
小
学
3
年
生
？
中
学
生
）

参
加
コ
ー
ス
⑤
8
月
1
3
日
？
1
4

日
（
一
泊
二
目
）
。
⑧
8
月
1
4
日
？

1
6
日
（
二
泊
三
且
。
○
8
月
1
5
日

、
ど
1
6
日
（
一
泊
二
目
）
。
⑩
8
月
9
9
一

目
？
2
6
日
（
四
泊
五
目
）

募
集
人
員
⑤
・
⑧
は
、
そ
れ
ぞ

れ
親
子
コ
ー
ス
六
十
人
、
子
ど
も

コ
ー
ス
六
十
人
。
○
は
、
親
子
コ

ー
ス
の
み
六
上
人
。
⑩
コ
ー
ス
は
、

子
ど
も
コ
ー
ス
の
み
六
十
人
。

経
費
一
人
当
た
り
、
一
泊
二
日

4
5
0
0
円
。
二
泊
三
日
6
0
0

0
円
。
四
泊
五
日
1
0
0
0
0
円
。

準
備
物
野
外
活
動
の
で
き
る
服

装
、
着
替
え
、
洗
面
具
、
雨
具
、

長
ぐ
つ
、
軍
手
、
懐
中
電
灯
、
帽

子
、
古
タ
オ
ル
、
保
険
証
の
写
し
、

水
筒
、
虫
よ
け
薬
、
筆
記
川
具
、

内
ズ
ッ
ク
（
ロ
ッ
ジ
泊
の
み
）

申
込
方
法
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
豊
0
7
7
9
・
6
7

　

・
1
3
2
1
．
締
め
切
り
は
8
月

4
日
ま
で
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

活
動
内
容
保
護
セ
ン
タ
ー
見
学
、

天
体
観
測
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
渓
流

遊
び
、
植
物
・
昆
虫
採
集
、
き
も

だ
め
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

登
山
な
ど
。

そ
の
他
雨
天
の
場
合
も
実
施
し

ま
す
。
持
ち
物
に
は
必
ず
名
前
χ

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
県
立
奥
越
青

少
年
の
森
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

　
　
　
　

六
呂
師
で
開
催

　
　

「
今
、
輝
く
。
汗
が
、
瞳
が
、

友
情
が
！
」
。
第
こ
ト
八
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年
大
会
が
、
八
月
二

目
（
木
）
か
ら
六
‐
（
月
）
ま
で

奥
越
青
少
年
の
森
・
奥
越
少
年
自

然
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
中
学
・
高
校
の
少
年
団

員
と
指
導
者
合
わ
せ
て
約
四
百
五

十
人
が
、
交
流
交
歓
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
な
ど
×
行
い
ま
す
。

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

　
　

全
国
の
仲
間
と
交
流

　

第
二
十
六
回
福
井
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
大
会
が
、
八
月
四
目
（
上
）

開
催
さ
れ
ま
す
。
前
日
は
、
全
国

の
仲
間
と
交
流
を
深
め
ま
す
。
競

技
開
始
は
午
前
十
時
か
ら
、
各
種

目
の
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
器
西
小
・
勝
由

高
校
・
勝
山
南
高
校
・
長
由
公
園

G
バ
レ
ボ
ー
ル
南
部
中
・
北

部
中
・
中
部
中
・
村
岡
小
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
成
器
西
小
・
勝
山
勤
労

青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
卓
球
勝

山
市
営
体
育
館
サ
ッ
カ
ー
大
野

市
民
G
・
開
成
中
・
有
終
束
小
・

有
終
南
小
ヽ
ヽ
ミ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
下
庄
小
・
有
終
東
小
・
上
庄

小
柔
道
B
＆
G
大
野
海
洋
セ
ン

タ
ー
剣
道
和
泉
村
農
林
業
体
育

セ
ン
タ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
長
山
た

ら
た
ら
山
コ
ー
ス



第
十
代
市
長
に

山
内
武
士
氏

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
野
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
十
代
市
長
に
山

内
武
士
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
は
、
村
西
利
栄
氏
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
日
に
告
示
さ
れ
た
市
長

選
挙
に
は
、
過
去
最
高
の
六
人
が

立
候
補
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
激
し
い
選
挙
戦
と
な
り
ま
し

た
。

　

六
月
ト
七
口
午
前
七
時
か
ら
市

内
ニ
ト
五
ヵ
所
の
投
票
所
で

一
斉
に
投
票
が
始
ま
り
、
市

民
の
願
い
を
込
め
た
一
票
が

投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
八
時
か
ら
大
野
有
終

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
即
日

開
票
が
行
わ
れ
、
山
内
武
士

氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
八
六
・
五
八

％
で
し
た
。

‘9ぐぎn回国圓

市長選挙
＜開票結果〉

当山内武士（無所属）11，612j）o1

次兼井藤波（無所属）8，008

　

伊藤武治（無所属）6，751

　

山内宗則（無所属）57？98

　

西野清敏（無所属）37

　

山崎正（無所属）35

〈投票結果〉

男 女 計

有権者数 14，506人 16，508人 31，014人

投票者数 12，467A 14，384人 26，851人

投票率 85．94％ 87．13％ 86．58％

（有効投票26，501票，無効投票350票）

市議会議員補欠選挙
＜開票結果〉

当村西利栄（日本社会党）14，924

次浦井智治旧本共産党）6，593

＜投票結果〉

男 女 計

有権者数 14，506人 16，508人 31，014人

投票者数 12，433人 14，348人 26，781人

投票率 85．71％ 86．92％ 86．35％

（有効投票21．517票，無効投票5，264票）

公
約
の
実
現
に
全
力
を

大
野
市
長
山
内
武
士

　

た
く
さ

ん
の
市
民

の
皆
様
か

ら
ご
支
持

を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
四
年
間
を
通
じ

て
進
め
て
き
た
事
柄
や
、
今
回
公

約
し
た
こ
と
は
、
自
信
を
持
っ
て

確
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
病
院
問
題
は
、
公
約
ど
お

り
百
床
以
上
の
ベ
ッ
ド
数
で
合
意

で
き
る
よ
う
、
ま
た
こ
こ
I
、
二

年
で
建
設
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
、
市
内
を
く
ま
な

く
回
っ
て
、
兄
た
こ
と
、
聞
い
た

こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
な
ど
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
地

域
的
な
課
題
も
、
公
平
に
取
り
上

げ
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
方
々
の

こ
と
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
将

来
の
五
万
都
市
づ
く
り
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
議
補
選

村
西
利
栄
氏
が
当
選

　

市
長
選
と
同

時
に
行
わ
れ
た

市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
は
、
‐

本
社
会
党
公
認
の
村
西
利
栄
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
の
社
会
党
議
員
の
誕

生
は
、
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

市
長
選
挙
の
法
定
得
票
数
（
当

選
人
と
な
る
た
め
の
必
要
最
低
得

票
数
）
は
、
有
効
投
票
総
数
の
四

分
の
一
＝
六
六
二
五
・
二
五
〇
票

　

市
長
選
挙
の
供
託
金
没
収
点
（

供
託
金
五
十
万
円
が
没
収
さ
れ
な

い
た
め
の
必
要
最
低
得
票
数
）
は
、

有
効
投
票
総
数
の
十
分
の
一
丸
一

六
五
〇
・
一
〇
〇
票



下打波で起工式

広域基幹林道奥越線

　

大
野
巾
の
ド
打
波
と
和
泉
村
の

朝
日
前
坂
を
結
ぶ
広
域
基
幹
林
道

奥
越
線
の
開
設
L
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

六
月
丘
‐
に
は
、
同
林
道
の
起

点
と
な
る
ド
打
波
で
起
に
式
が
行

わ
れ
、
県
、
大
野
市
、
和
泉
村
の

関
係
者
八
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
長
の
山

内
巾
長
が
か
ま
入
れ
を
、
炭
田
県

農
林
水
産
部
長
が
く
わ
入
れ
を
し

て
、
工
事
の
安
令
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
大
野
行
終
会
館
で
式
典

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
林
道
は
、
ド
打
波
か
ら
池
ヶ
原

台
地
を
辿
り
和
泉
村
朝
日
前
坂
ま

で
の
延
長
一
。
十

五
・
九
キ
ロ
で
、

幅
五
い
い
、
総
丿

業
費
は
約
1
十

六
億
円
が
‐
几
込

ま
れ
て
い
ま
す

　

完
成
す
る
と

沿
線
一
一
千
三
百

鉛
の
う
ち
六
割

の
造
林
が
町
能

に
な
り
ま
す
。

池
ケ
原
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
オ

ウ
レ
ン
な
ど
特

育
林
産
物
の
生

産
に
も
弾
み
が

つ
く
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
奥

越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
相
ま
っ

て
、
広
く
県
民
の
保
健
保
養
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の

多
目
的
な
効
米
も
圓
待
さ
れ
て
い

ま
す
、
平
成
二
年
度
は
、

事
業
費
九
1
万
円
を
か

け
て
大
野
市
側
か
ら
約

三
町
三
十
イ
、
和
泉
村

側
か
ら
約
五
μ
い
の
工

肛
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ド
打
波
の
起
点
か
ら

し
ば
ら
く
は
急
勾
配
で

難
工
事
と
な
り
ま
す
が
、

順
調
に
工
事
が
進
め
ば

二
十
年
後
に
は
全
線
が

開
通
し
、
市
内
で
は
二

番
目
の
広
域
基
幹
林
道

と
な
り
ま
す
。

▲くわ入れをする炭田県農林水産部長

位置図



朧朧朧

朧一篇

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

わんばく相撲（6月10日・市営相撲場）

＜る一ぶ登場 越前おくえつネット

　　　　　

運営協議会

パ
ソ
コ
ン
通
信
で

　
　
　

情
報
の
や
り
と
り

　

ま
だ
ま
だ
耳
慣
れ
な
い
こ
と
ば

で
し
よ
う
か
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
」
。

　

簡
単
に
い
う
と
、
パ
ソ
コ
ン
や

ワ
ー
プ
ロ
に
通
信
機
能
×
持
つ
モ

デ
ム
×
取
り
付
け
、
電
話
回
線
×

使
っ
て
通
儒
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
、
お
圧
い
に
情
報
×
交

換
し
た
り
、
自
分
の
意
兄
χ
発
信

し
た
り
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
知
り

八
‐
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

越
前
お
く
え
つ
ネ
。
卜
は
、
昭

和
六
十
。
二
年
六
川
に
、
付
志
が
集

ま
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
初
は

こ
回
線
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

夜
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
は
、
回

線
が
満
0
御
礼
と
な
り
、
現
在
は

有
線
四
川
線
と
無
線
一
回
線
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
の
に
な
メ
ニ

ュ
ー
は
、
電
子
掲
示
板
（
誰
で
も

自
由
に
読
み
書
き
が
で
き
る
丁

チ
ャ
ッ
ト
（
テ
レ
ビ
画
而
で
文
字

×
使
っ
た
会
話
が
で
き
る
）
・
電

子
メ
ー
ル
（
特
定
の
相
訃
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
χ
送
れ
る
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

登
録
会
G
は
、
約
こ
百

人
で
、
巾
外
の
人
が
～
数

近
く
い
ま
す
。

　

お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
で
は
、

年
に
数
回
の
オ
フ
ラ
イ
ン

の
叱
い
χ
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
通
儒
で
知
り
〈
‐

つ
た
仲
間
が
直
接
顔
×
会

わ
せ
て
、
語
り
〈
日
い
親
睦

χ
深
め
る
こ
と
を
日
的
と

し
て
い
ま
す
に
几
月
―
十

日
に
は
、
刈
込
池
ハ
イ
キ

ン
グ
オ
フ
ラ
イ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
対
面

す
る
人
が
同
人
か
あ
る
の

も
楽
し
み
の
。
つ
で
す

こ
の
他
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
や
T
シ
ャ
ツ

×
作
っ
た
り
、
機
関
誌
「
い
も
っ

こ
通
儒
」
χ
発
行
し
て
い
ま
す
。

体
験
と
岨
‥
及
χ
日
的
に
七
川
か
ら

　

「
街
角
パ
ソ
コ
ン
」
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
図
書
館
の
一
角
で
自
由

に
体
験
で
き
ま
す
。
一
度
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ヤングコーナー
６

l
‐
I

玉木順子
乙大野窓沁9左
阿難祖地頭方ノ

　

。
大
人
”
の
方
々
、
何
か
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
活
気
が
あ
り
、
誰

も
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
た
あ
の

時
代
。
幼
か
っ
た
あ
の
こ
ろ
の
澄

ん
だ
心
χ
。

　

時
々
フ
。
と
思
い
出
し
て
「
あ

あ
、
あ
の
こ
ろ
は
よ
か
っ
た
な
あ

I
」
と
い
う
気
持
ち
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
で
も

仏
は
川
心
い
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
χ
思

い
出
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
や
っ

ぱ
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
何
か

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

　

日
は
ば
っ
た
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
〃
大
人
″
つ
て
、
仏
か
ら
兄

る
と
か
わ
い
そ
う
な
、
そ
し
て
寂

し
い
存
在
に
田
心
え
る
の
で
す
。
だ

っ
て
そ
う
で
し
ょ
う
。
白
分
の
意

兄
を
素
直
に
言
う
こ
と
が
で
き
ま

I
力
：
：
：
…

　

し
か
し
、
仏
た
ら
の
よ
う
に
素

直
に
生
き
る
の
は
雌
し
い
の
か
札

知
れ
ま
せ
ん
で
も
、
子
供
の
心

と
大
人
の
心
を
、
ポ
ね
へ
‐
わ
せ
持

つ
こ
と
は
で
き
る
と
田
心
い
ま
す

　

仏
も
い
つ
か
は
大
人
に
な
っ
て

い
ま
す
し
か
し
、
今
の
心
を
失

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん

　

や
が
て
峙
の
流
れ
の
中
で
、
水

の
色
も
空
の
色
も
、
き
っ
と
今
と

は
違
っ
て
兄
え
て
く
る
こ
と
で
し

ょ
う
で
も
風
の
色
だ
け
は
今
の

ま
ま
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す

い
い
え
、
感
じ
た
い
の
で
す
ど

ん
な
に
時
が
過
ぎ
て
も
、
今
日
の

こ
の
乃
し
い
青
空
を
忘
れ
な
い
た

め
に
、
自
分
の
「
子
供
」
へ
通
じ

る
道
を
閉
ざ
し
た
く
な
い
の
で
す

ま
る
で
遠
い
記
憶
を
や
さ
し
い
風

に
包
ま
せ
る
か
の
よ
う
に
し
て
・
：
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私
は
思
う

　

『
名
水
の
街
』
残
す
な
ら

　

”
配
‥
水
の
街
”
を
唱
え
る
大
野
市

民
の
一
人
と
し
て
、
街
な
か
を
散

策
さ
れ
る
観
光
客
と
お
ぼ
し
き
人

た
ち
を
兄
る
に
つ
け
、
体
中
が
カ

ッ
と
熱
く
な
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
出
て
い
る

”
名
水
の
場
所
”
へ
は
、
何
度
と
な

く
通
り
か
か
り
ま
す
が
、
一
度
と

し
て
誇
れ
る
よ
う
な
姿
に
は
出
合

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

’
名
水
も
、
今
や
急
場
し
の
ぎ
の

1
直
し
L
事
で
は
、
回
復
で
き
な

い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

名
水
の
大
野
を
残
す
の
な
ら
、

ま
た
観
光
立
市
を
目
指
す
の
な
ら

基
本
的
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

ま
ず
下
水
道
施
設
を
、
次
に
産
業

川
上
水
道
を
つ
く
り
、
飲
料
水
に

は
、
い
つ
ま
で
も
大
野
の
名
水
を

確
保
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
有
明
町
・
松
田
孝
）

W恂宙

名
水
マ
ラ
ソ
ン
で
宣
誓
し
た

　
　

ひ
ら
た
え
み
こ

　
　

平
田
恵
美
子
が
（
有
明
町
）

　
　

「
さ
わ
や
か
な
風
に
乗
り
、

途
中
で
田
ん
ぼ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
を
兄
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

つ
て
も
完
走
を
目
指
し
て
・
：
」
。

こ
れ
は
、
五
月
二
4
七
日
に
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
名

水
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式
で
、
平
田

恵
美
子
さ
ん
が
述
ぺ
た
選
手
宣

誓
の
こ
と
ば
で
す
。
宣
誓
を
終

え
て
か
ら
「
記
録
を
目
指
寸
人

に
は
、
ち
ょ
っ
と
失
礼
な
宣
誓

か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
健
康
の

た
め
に
楽
し
く
走
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
緊
張
し
ま
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
田
さ
ん
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
の
指
導
員
の
リ
ー
グ

I
を
務
め
て
い
ま
す
。
余
暇
に

は
仲
間
と
と
も
に
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

中
学
時
代
か
ら
大
学
ま
で
、
ク

ラ
ブ
活
動
は
一
環
し
て
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
高
校
総
体
や

国
体
に
も
出
場
し
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

た
の
は
中
学
か
ら
で
、
小
学
生

の
と
き
は
全
く
の
運
動
音
痴
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

昨
年
一
月
に
は
、
厚
生
省
認

定
の
健
康
運
動
指
導
士
の
資
格

も
と
り
ま
し
た
、
「
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
で
は
、
健
康
が
一

番
大
切
。
自
分
の
た
め
に
も
、

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
も
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

唾
？
I
9
J
十
耳

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
…
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
の
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
一
で
す
。

お
知
ら
せ

●
狩
猟
免
許
試
験

　

県
で
は
狩
猟
免
許
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
9
月
7
日
2
午
前
9
時
3
0

　

分
、
ど
午
後
4
時

会
場
福
井
合
同
庁
舎
（
福
井
市

　

松
本
3
－
1
6
－
1
0
）

試
験
内
容
適
正
試
験
（
祝
力
・
聴

　

力
な
ど
）
・
知
識
試
験
（
法
令
・
鳥

　

獣
の
判
別
な
ど
）
・
技
能
試
験
（

　

猟
具
の
取
り
扱
い
な
ど
）

受
験
料
3
7
0
0
円

締
切
7
月
3
0
ロ
2

問
合
せ
・
申
請
先
大
野
林
業
事

　

務
所
［
友
江
H
］
－
1
0
奥
越
合
同

　

庁
舎
内
豊
6
5
・
1
2
8
0
）

　

申
請
書
川
紙
な
ど
は
林
業
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。
嘔
前
に
猟
友
会

L
催
に
よ
る
講
習
会
も
開
か
れ
ま

す
の
で
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

…
銀
杏
峰
登
山

　

阪
谷
地
区
体
育
協
会
で
は
銀
杏

峰
登
山
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
阪
谷
地
区
以
外
の
希
望
者

も
受
け
付
け
ま
す
。
雨
天
中
止
。

日
時
7
月
2
2
日
2
午
前
7
時
阪

　

谷
公
民
館
前
集
合

参
加
料
1
0
0
円
（
保
険
料
）

持
ち
物
弁
当
・
雨
具

コ
ー
ス
阪
谷
公
民
館
↓
自
動
中

　

で
宝
慶
寺
↓
山
頂
（
昼
食
）
↓

　

宝
慶
寺
↓
自
動
車
で
阪
谷
公
民

　

館
（
午
後
4
時
帰
着
予
定
）

申
込
先
阪
谷
公
民
館
（
伏
石
H

－
1
4
豊
6
7
・
1
1
1
1
）
へ

・
山
下
洋
輔
・
童
謡
＆
ジ
ャ
ズ

　

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　

ピ
ア
ノ
の
鬼
才
・
山
下
洋
輔
が

童
謡
を
ジ
ャ
ズ
に
の
せ
て
演
奏
す

る
初
め
て
の
試
み
。
テ
レ
ビ
番
組

　

「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
で
お
な
じ

み
の
ボ
レ
ロ
な
ど
も
演
奏
し
ま
す
。

　

当
日
売
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必

ず
前
売
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
2
5
日
2
午
後
7
時

会
場
市
民
会
館

入
場
料
2
5
0
0
円

前
売
所
市
民
会
館
・
芦
原
楽
器

　

水
上
楽
器
店

主
催
「
童
謡
の
流
れ
る
ま
ち
大

　

野
」
を
愛
す
る
会
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啓七拶

旧
鬼
罵
回
寸
乳
拶
ん

自
己
診
断
は
こ
う
や
っ
て

　

乳
が
ん
は
、
日
本
女
性
で
は
西
欧
の
女
性
に
比
ぺ
て
発
生
率

が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
、
生
活
の
欧
米
化
が

進
ん
で
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
は
自
分

で
発
見
で
き
る
点
が
、
他
の
が
ん
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
自
己
診
断
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
ば
、
自
己
発
見
が
で
き

る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
の

九
五
％
は
、
患
者
さ
ん
白
身
が
、

す
で
に
気
付
い
て
い
ま
す
。

　

し
こ
り
の
大
き
さ
が
二
硝
以
下

で
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
に
転
移

し
て
い
な
い
早
期
が
ん
の
場
八
口
、

手
術
後
、
五
年
生
存
率
は
八
九
％

十
年
生
存
率
は
八
〇
％
で
す
。
い

か
に
早
期
発
兄
が
大
切
か
、
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
は
、
定
期

的
な
医
師
の
検
診
と
自
己
チ
ェ
ッ

ク
の
二
本
立
て
で
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
し
こ
り
を
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
医
師
に
診
て
も
ら
い

自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

①
‐
を
決
め
て
定
期
的
に
す
る
。

・
生
理
が
始
ま
っ
て
I
週
間
目
ぐ

　

ら
い
が
よ
い
。

・
閉
経
後
の
人
は
毎
月
何
‐
と
決

　

め
て
お
く
。

②
視
診
は
明
る
い
部
屋
で
す
る
。

③
触
診
は
指
の
腹
で
、
胸
壁
に
向

　

か
い
少
し
押
す
よ
う
に
す
る
。

・
指
で
つ
ま
ま
ず
、
三
本
の
指
の

　

腹
を
小
さ
く
動
か
し
て
滑
ら
せ

　

る
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ッ
。

・
入
浴
時
は
、
石
け
ん
で
肌
が
滑

　

り
や
す
い
の
で
最
適
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

　

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
要
注

意
。
す
ぐ
に
外
科
医
に
診
て
も
ら

い
ま
し
よ
う
o

①
乳
房
に
し
こ
り
が
あ
る
。
た
だ

　

し
、
乳
腺
炎
な
ど
別
の
病
気
の

　

と
き
も
あ
り
ま
す
。

②
乳
房
が
引
き
つ
っ
た
り
、
く
ぼ

　

ん
だ
り
す
る
。

③
乳
房
を
押
す
と
乳
首
か
ら
分
泌

　

液
が
出
る
。

④
乳
首
に
た
だ
れ
や
変
形
が
み
ら

　

れ
る
。

⑤
わ
き
の
ド
に
グ
リ
グ
リ
が
あ
る
。

婦
人
が
ん
検
診

　

巾
で
は
ヒ
月
か
ら
ト
ー
‐
‐
ま
で

ト
七
回
、
乳
が
ん
と
f
宮
が
ん
の

検
診
を
セ
ッ
ト
で
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
各
地
区
公
民
館
や
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
。
戸
約
制
で

す
の
で
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

乳がんの自己診断法1

①r’

鏡の前に立ち両手を上下した

り、腰にあてでポーズをし、

よく観察する。

　

左右差＜ぼみ

　

えくぼの有無

　

乳首の変化

　

分泌物等の点検

（§）≪inT

検査する側の腕を上げ、頭の後に持って行き

乳房を軽く胸壁に向かって押す様にして、注

意深くさぐります。

a～Cのどの方法

でもよいので、広

範囲にくまなく点

検しましよう。

乳房の大きい人やしこりのわ

かりにくい人はあお向きに寝

て、左（右）肩下に枕か布団を

入れます。左（右）腕を頭の上

にあげて、ポーズをとリ上の

要領で触れましよう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊R5－ワ3Mi）
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皆さんの身近な話題をお知らせください・総務課広報広聴係容66－1111

越前大野鉄道部が発足

　

6
日
1
日
か
ら
j
R
越
美
北
線
の

迂
営
は
、
越
前
大
野
鉄
退
部
小
当
た

る
こ
と
に
な
り
小
駅
前
で
そ
の
発
足

式
小
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
迦
営
に
当

た
る
人
員
も
従
米
の
約
～
数
の
3
1
人

に
減
G
さ
れ
、
刺
夕
の
ラ
ッ
ヽ
ソ
ー
時

以
外
0
ツ
ン
y
ン
化
さ
れ
よ
す
。
巾

内
ト
イ
レ
は
心
く
な
り
ま
す
が
、
令

車
両
に
冷
房
が
つ
さ
、
快
適
な
通
勤

通
学
が
で
き
よ
す
。

上
庄
小
で
イ
ン
ド
舞
踊
公
演

　

6）14川、ll庄小学校体育館で、小

中学生い目七地区民約800人×集めて

珍しいインド舞踊の公演／八岡Jました。

顔の表情、指の動さで物語を語るへい

う∩、ノ・fドヅドラ゛ノリトーさんの

踊りをたんのうしました。公演は小「大

阪｜丿ミ会」州プレドヅトしたものです。

活
き
生
き
フ
ェ
ア
に
大
勢
の
市
民

　　

（Fをこ）なざ・心を／」ヽよわt：＾・ぬく

Uト。つくろう」ジ。、、几、6月3日

活け’に）ノU几沁終会紀で開催され

ました。障害者と市民がバ、わあT）場を

と、巾い寸い松低以などの体験I

J一一い福祉施々人所々の作品回廠と名

催な行事が繰巾ムげられました。

ハ
ム
仲
間
も
姉
妹
縁
組

　

古河巾と人野巾のバ、ノfjy無線勺

）プ同士が、5月27日、金沢市で「姉

妹ヶノブ」の調印をしました。日本バ

y無線連盟の総会小金沢市で開かれた

のを機に、同辿盟会長立ら介いのドに

行われたもので、両勺。ラプは「電波を

通じて友好を深めたい」としています。

小
学
生
が
市
街
地
の
清
掃
奉
仕

　

行終｜几i小学校では、5）］31日、を校

乍463人が通学班ごへに分かれて、公

園などの清掃奉仕をしました。清掃し

たのは、通学路い外段遊び場としで利

川し√ている神社い公園などです。子供

たらは、ビ二一ル袋を片ミトに小ごyバ）

空亡缶を拾バこり、草取りをしました。

よい歯のコンテスト

　

小・中学生5人に最優秀賞

松田寿代翫中村圭吾君丁農君

　

よ
い
歯
の
少
年
少
な
I
ン
メ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
小
学
乍
（
6
年
）
の
部
で
は
、
水
ト
よ

1
君
（
行
終
東
小
）
と
中
村
香
織
さ
ん
（
屹

側
小
）
が
、
中
学
生
（
3
年
）
の
部
で
は
。

ド
農
社
（
開
成
中
）
、
中
村
七
立
‥
君
（
尚
徳
中
）
。

松
田
寿
代
さ
ん
（
開
成
中
）
の
3
人
H
H
写
真
―
‥

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

7月

INFORMATION

●
中
本
マ
リ
＆
松
本
英
彦

　

カ
ル
テ
ッ
ト
公
演

日
時
7
月
7
口
①
午
後
ら
時
3
0

　

分
開
場
・
7
時
開
演

会
場
市
民
会
館

入
場
料
全
席
指
定
2
0
0
0
円

前
売
所
市
民
会
館
・
前
田
時
計

　

店
・
芦
原
楽
器
・
水
上
楽
器
店

　
　

リ
ブ
レ

主
催
市
教
育
委
員
会
（
社
会
教

　

育
課
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

4
2
）
・
芸
術
劇
場
実
行
委

●
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
を
営
む
方
、
建
設
現
場

で
働
く
方
、
「
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
制
度
は
、
昭
和
3
9
年
に
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
、

国
が
作
っ
た
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
の
特
色
は
、
一
般
の
退
職
金
の

よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め

た
時
に
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な

く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
種

の
中
で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇

川
さ
れ
た
川
聞
全
部
を
通
算
し
て

退
職
金
を
女
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
退
共
福

井
支
部
（
福
井
市
御
幸
3
－
1
0
－

1
5
県
建
設
会
館
内
豊
0
7
7
6
・

2
4
・
1
1
8
4
）
へ
。

●
越
美
北
線
に
乗
っ
て

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る

運
動
を
進
め
る
会
で
は
、
子
供
会

な
ど
の
団
体
と
個
人
を
対
象
に
和

泉
村
九
頭
竜
国
民
休
養
地
で
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
・
川
魚
つ
か
み
ど
り
・

ミ
ニ
S
L
乗
車
会
を
行
い
ま
す
。

越
美
北
線
の
臨
時
列
車
を
利
川
す

る
も
の
で
、
参
加
者
は
運
賃
が
必

が
で
す
。
飲
み
物
≒
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
材
料
は
主
催
者
が
準
備
し
ま
す
。

日
時
8
月
1
2
日
⑥
越
前
大
野
駅

　

9
時
4
1
分
発
乗
巾
、
帰
り
は
九

　

頭
竜
湖
駅
1
6
時
2
7
分
発
、
越
前

　

大
野
駅
1
6
時
5
4
分
着
下
車

運
賃
中
学
生
以
上
越
前
大
野
駅

　

よ
り
往
復
7
8
0
円
、
勝
原
駅

　

よ
り
往
復
4
6
0
円
、
小
学
生

　

は
半
額

定
員
先
着
3
0
0
人

申
込
先
7
月
1
0
口
囚
ま
で
に
参

　

加
者
名
簿
に
運
賃
を
添
え
て
大

　

野
市
役
所
生
活
環
境
課
（
容
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
6
2
）
へ

●
越
美
北
線
利
用
助
成
金

　

越
美
北
線
は
ワ
ン
マ
ン
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
夏
か
ら
冷
房
を
完

備
し
、
少
し
で
す
が
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
も
し
ま
し
た
。
越
前
大
野
駅

に
は
み
ど
り
の
窓
］
も
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
市
で
は
、
一
層
の
利
川

促
進
を
図
る
た
め
運
賃
の
一
部
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

回
数
券
利
川
者
は
2
割
、
1
5
人

以
上
の
団
体
利
川
は
5
割
の
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
回
数
券
ま
た

は
団
体
利
川
証
明
書
（
い
ず
れ
も

越
前
大
野
駅
発
行
の
も
の
に
限
る
）

と
印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所
生
活
環

境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

6
1
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
県
政
バ
ス
親
子
号

　

県
で
は
、
県
政
バ
ス
親
子
号
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
親

子
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
2
6
口
車
・
雨
天
決
行

コ
ー
ス
越
前
大
野
駅
前
8
時
3
0

　

分
出
発
↓
児
童
会
館
こ
フ
∵
不

　

タ
リ
ウ
ム
）
↓
パ
ピ
ル
ス
・
和

　

紙
の
里
（
実
習
・
昼
食
）
↓
め

　

が
ね
会
館
↓
大
野
駅
前
1
6
時
2
0

　

分
首

経
費
5
5
0
円
（
実
習
費
）

定
員
兜
着
5
4
人

申
込
方
法
親
子
1
組
ご
と
に
往

　

復
は
が
き
に
「
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
活
番
号
・
出
発
日
・

　

出
発
地
」
を
書
い
て
県
庁
県
民

　

相
談
室
（
尽
9
1
0
福
井
市
大
手
3

　

ト
目
1
7
1
1
）
へ

●
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
在
日
外
国
人
青
少
年
と

の
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時
7
月
2
8
口
①
？
8
月
1
日

　

⑥
4
泊
5
日

対
象
と
会
場
小
学
4
？
6
年
生

　

は
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ

　

ン
タ
ー
、
中
学
・
高
校
生
は
山

　

梨
県
・
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー

　

ツ
セ
ン
タ
ー

締
切
7
月
1
0
口
内

参
加
費
出
発
地
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
が
4
？
5
万
円
程
度

申
込
・
資
料
請
求
先
聯
国
際
古

　

少
年
研
修
協
会
（
邑
1
6
0
束
京
都

　

新
宿
区
四
谷
2
1
H
一
大
村
ビ
ル

　

豊
0
3
・
3
5
9
・
8
4
2
1
）

●
救
急
法
講
習
会

　

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

救
急
法
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
水

難
事
故
の
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
1
4
‐
①
午
後
7
晴
？

　

9
時

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容
日
赤
県
支
部
の
指
導
員
に

　

よ
る
、
ダ
ミ
ー
を
使
川
し
て
の

　

人
工
呼
吸
法
な
ど

定
員
先
着
3
0
人

費
用
無
料

申
込
先
7
月
1
3
日
②
ま
で
に
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－

　

l
a
6
4
・
1
3
1
1
）
へ
電
話
で

●
洋
裁
教
室
参
加
者
募
集

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
洋
裁
教
室
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時
8
川
？
H
一
月
の
毎
週
火
曜

　

目
（
全
1
6
川
）
午
後
1
時
？
3
時

　

3
0
分

会
場
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

定
員
元
首
1
2
人

受
講
料
1
0
0
0
円

申
込
方
法
受
講
料
を
添
え
て
同

　

セ
ン
タ
ー
（
中
挾
1
－
1
6
0

　

1
巾
農
協
会
館
前
豊
6
5
・
6
8

　

4
0
）
へ

市内の交通事故状況

件数内訳 平成2年　5月末平成元年　5月末増減

総件数 149 148 ＋1

人身

事故

件数 64 75 －11

死者 1 1 土0

傷者 81 104 －23

物損事故 85 73 ＋12



INFORMATION

●
自
衛
官
募
集

応
募
資
格
1
8
？
2
6
歳
の
男
な

待
偶
給
料
1
2
1
0
0
0
円
、

　

ボ
ー
ナ
ス
年
5
1
ヵ
月
分
、
4
迦

　

6
休
制
、
有
給
休
暇
年
2
4
‐
、

　

衣
食
住
全
額
無
料

　

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

自
衛
隊
大
野
募
集
事
務
所
（
が
町

3
－
1
8
豊
6
5
・
6
3
2
5
）
へ
。

●
税
務
職
員
募
集

　

平
成
3
年
4
月
採
川
の
税
務
職

八
（
国
家
公
務
0
・
高
校
卒
業
程

度
）
χ
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
4
5
年
4
月
2
‐

　

ヽ
ど
昭
和
4
8
年
4
川
1
‐
に
生
ま

　

れ
た
人

受
付
期
間
平
成
2
年
7
川
4
‐

　

⑤
？
7
月
1
1
一
日
⑤

試
験
予
定
①
教
養
・
適
性
・
作

　

文
試
験
9
川
3
0
日
仰
②
人
物
試

　

験
・
身
体
検
査
H
一
川
7
日
～
2
0

　

‐
の
う
ち
1
‐

採
用
予
定
北
陸
地
域
で
約
4
0
人

問
合
せ
先
大
野
税
務
署
総
務
課

　

（
城
町
7
ト
2
8
豊
6
6
・
2
1
8
0
）

●
警
察
官
募
集

県
人
事
委
員
会
と
警
察
本
部
で

は
、
屯
L
成
3
年
4
月
採
川
予
定
の

警
察
官
χ
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
3
8
年
4
月
2
‐

　

？
昭
和
4
4
年
4
月
1
‐
に
生
ま

　

れ
た
健
康
な
男
子
で
大
学
卒
業

　

ま
た
は
来
春
卒
業
兄
込
み
の
人

受
付
期
間
平
成
2
年
7
川
2
日

　

㈲
？
7
月
1
6
日
⑥

　

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
大
野
警
察
署
（
友
江
‥
1
1
一
－
7

豊
6
6
・
3
9
0
0
）
、
ま
た
は
最
寄

り
の
駐
在
所
・
派
出
所
へ
。

●
「
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
」
の

　

都
市
計
画
案
を
縦
覧

　

県
で
は
、
大
野
市
篠
座
（
元
競

馬
場
跡
地
周
辺
）
に
建
設
す
る
、

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
都
市
計
画

案
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
、

ご
覧
に
な
り
た
い
人
は
、
市
役
所

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
、

日
時
6
月
2
9
日
②
～
7
月
1
3
日

　

③
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

　

時
1
5
分
（
土
曜
日
は
午
後
O
時

　

3
0
分
ま
で
、
日
曜
日
は
休
業
）

場
所
人
野
市
役
所
都
心
計
画
課

市……美術｜こ展ぐの香品祉＝募集

　

市・市教委・市文化協会が

上催する第11川市美術展が8

川31日から9月2日まで、大

野有終会館で開かれます。そ

の作IWIX次のとおり募集しま

す。出品してください。

応募資格県内在住の高校生

　

以上の人（県・中央展で役

　

n等の資格者×除く）

部門①絵画・造形②彫塑③

　

工芸④書道⑤写真

作品の大きさ①絵画は8～

　

100号②造形は3．3㎡以内③書

　

は仕上がりが180cmx180cm以

　

内または240cmx60cm以内④

写真は四つ切り以上150cniX100

　

cm以内（組み写真もこれ以

　

内の大きさに収める）

出品点数1部門2点以内

出品料1点につき一般は、

　　

1，000円、高校生500円

作品の搬入8Jj29日④正午

　

～5時・有終会館へ

搬出9月2日証’ll後4時～

　

5時

問合せ・募集要項請求先市

　

教委社会教育課文化係（天

　

神町1ぺ市役所内豊66・

　

1111内線541）

市民のうごき

　　　　　　　　　　

（前月比）

世帯数11，274世帯（＋8）

人□42，246人（－12）

　

男20，265人（－16）

　

カ・21．981人（＋4）

転入54人出生35人

転出77人死亡24人

平成2年6月1日現在

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

9m図拶ち回目個個咤

雑菌も多いカット野菜

　

千
切
り
に
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
を
、
ポ
リ
袋
や
ケ
ー
ス
に
詰

め
た
「
カ
ッ
ト
野
菜
」
が
、
ス

I
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

店
頭
な
ど
に
並
ん
で
い

ま
す
。
調
理
に
時
間
χ

掛
け
ら
れ
な
い
人
や
少

人
数
の
家
庭
で
は
、
よ

く
買
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

カ
ッ
ト
野
菜
は
、
調

理
の
時
間
が
節
約
で
き

る
こ
と
や
無
駄
が
少
な

い
な
ど
の
利
点
も
あ
る

の
で
す
が
、
栄
養
価
や

衛
生
面
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
ず
栄
養
価
で
す
が

野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
C
は
、
水
で
洗
っ
た
り
、
時

間
が
た
っ
と
減
少
し
ま
す
。
自

分
で
刻
ん
だ
場
八
］
と
、
カ
ッ
ト

野
菜
の
ビ
タ
ミ
ン
C
の
含
有
量

χ
比
較
し
ま
す
と
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C

の
減
少
が
よ
く
分
か
る
と
思
い

ま
す
。

　

衛
生
而
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

切
り
日
が
多
い
カ
ッ
ト
野
菜
は

細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
水
分
や
栄

養
分
が
流
れ
出
る
た
め
、
細
菌

が
増
え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
力
″
ト
野
菜
×
利

川
す
る
と
き
は
①
衛
生
的
で
回

転
の
い
い
店
で
買
う
②
製
造
者

原
材
料
・
内
容
址
・
製
造
年
川

日
の
表
示
の
あ
る
も
の
χ
選
ぶ

③
き
れ
い
な
溜
水
の
中
で
洗
い

細
菌
×
遊
離
・
浮
遊
さ

せ
て
か
ら
流
水
で
洗
う
、

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

度
洗
う
こ
と
で
、
栄
養

価
は
一
川
低
下
し
ま
す

が
、
細
菌
数
は
か
な
り

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

カ
ッ
ト
野
菜
は
、
大

変
便
利
な
面
も
あ
る
の

で
す
が
、
で
き
れ
ば
自

分
で
刻
ん
だ
り
切
っ
た

り
す
る
方
が
、
経
済
的

で
栄
養
而
も
優
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
1
間
、
暇
掛
け
た

料
理
は
家
族
に
も
満
足
し
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

一般野菜とカット野菜の

　　

ビタミンC含有量



9
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上
庄
小
学
校

　

土
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
、
野
球
、
｀
I

ニ
バ
ス
ケ
″
ト
（
女
f
）
、
ス
キ
ー
の
一
二
種
目

が
あ
り
、
保
護
者
会
が
非
常
に
熱
×
入
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は

県
新
人
大
会
で
優
勝
し
、
野
球
部
は
今
春
の

県
人
会
で
二
川
戦
に
駒
×
進
め
ま
し
た
。

　

土
庄
小
学
校
（
森
下
重
行
校
長
、
児
童
数

三
六
一
人
）
は
、
校
舎
が
鉄
筋
化
さ
れ
る
前

は
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

し
た
。
現
在
の
校
舎
は
三
階
建
て
で
、
棟
が

カ
タ
カ
ナ
の
口
の
字
型
に
な
っ
て
い
て
、
廊

下
が
回
廊
式
な
の
で
と
て
も
機
能
的
で
す
。

中
庭
に
は
立
派
な
池
も
あ
り
、
校
庭
も
ゆ
っ

た
り
し
た
広
さ
で
す
。
校
庭
に
接
し
た
田
（

四
ア
ー
ル
）
を
「
ど
ろ
ん
こ
農
園
」
と
呼
び

ふ
れ
あ
い
学
習
の
場
と
し
て
、
五
、
六
年
生

は
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
学
習
を
し
て
い

ま
す
。
秋
に
は
、
持
ち
主
の
小
林
誠
一
さ
ん

×
招
い
て
カ
グ
ラ
モ
チ
×
使
っ
て
赤
飯
χ
炊

き
、
感
謝
祭
を
し
ま
す
。

　

昭
和
六
十
年
に
は
、
北
海
道
三
石
町
の
歌

笛
小
学
校
と
仲
よ
し
学
校
と
な
り
、
作
品
の

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
ト
ニ

年
に
は
太
田
皆
雄
町
長
が
来
校
さ
れ
、
児
童

は
八
］
奏
と
合
唱
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ト
川
五
日
に
は
、
県
視
聴
覚
教
育

研
究
大
会
の
小
学
校
会
場
と
な
り
ま
す
。
理

科
・
道
徳
・
社
会
科
で
の
放
送
×
生
か
し
た

授
業
研
究
と
O
H
P
な
ど
の
機
器
を
利
川
し

て
視
聴
覚
的
手
法
に
よ
る
子
供
の
理
解
と
変

容
χ
目
指
し
て
い
ま
す
。
校
ト
は
広
く
、
南

北
は
ト
ニ
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
佐
開
・
L
五
条

方
・
今
井
の
く
学
年
は
定
期
バ
ス
χ
利

川
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
児
童
は
徒
歩
で
通

学
し
て
い
ま
す
。

拶
知
ら
せ

　

『
『
1
1

●
特
別
展
「
駕
龍
」

　

市
教
育
委
八
会
で
は
、
m
‐
の
乗

物
、
「
駕
龍
」
1
3
挺
（
武
家
・
僧
侶
・

民
衆
川
）
χ
そ
ろ
え
て
特
別
展
×

開
き
ま
す
。

日
時
7
川
2
8
日
山
？
9
川
2
日

　

肝
（
‥
り
曜
は
休
館
）
の
乍
上
前
9

　

時
？
午
後
5
時

会
場
産
業
文
化
腱
示
館
（
市
役

　

所
前
）

入
館
料
大
人
1
0
0
円
・
小
中

　

学
乍
5
0
円

表
紙
の
こ
と
ば

　

飛
び
散
る
汗
、
力
の
入
っ
た

掛
声
。
市
総
合
体
育
大
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
会
場
は
、
熱
気
で
ム

ン
ム
ン
。
若
い
選
手
に
混
じ
っ

て
、
マ
マ
さ
ん
選
手
も
s
＿
供
の

声
援
×
受
け
て
大
活
躍
で
し
た
。

編
集
後
記

●
市
制
以
来
ト
回
目
の
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
に
、
無

投
票
呵
こ
回
、
候
補
者
二
人
に
よ

る
争
い
が
五
回
、
三
人
が
。
川
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
六

人
が
立
つ
と
い
う
の
は
初
め
て
。

し
か
も
県
外
か
ら
こ
人
、
そ
の
二

人
×
含
む
三
人
が
ポ
ス
タ
ー
さ
え

張
ら
ず
、
俳
票
も
百
票
に
も
未
だ

な
い
始
末
。
人
野
の
選
挙
が
有
名

？
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
嘔
）

●
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
観
察
棟
の

天
体
望
遠
鏡
は
、
。
般
公
開
川
と

し
て
は
日
本
～
町
聞
は
I
兇
に

し
か
ず
と
申
し
ま
す
「
俗
間
界
×

離
れ
て
宇
山
の
神
秘
に
身
×
浸
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
個
人
の
見
学
は
、
上
眼
目
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
団
体
で
や
約
さ

れ
る
こ
と
χ
お
勧
め
し
ま
す
。
（
石
）

鶏見肌

　

「
今
度
の
土
曜
、
お
じ

さ
ん
ギ
ャ
ル
し
よ
う
ね
」
。

　

「
う
ち
の
課
長
の
セ
ク

　

ハ
ラ
い
や
あ
ね
」
。
こ
れ

　

は
喫
茶
店
で
ケ
ー
キ
×

　

食
べ
て
ソ
ー
ダ
水
χ
飲

ん
で
、
た
ば
こ
×
ふ
か
し
な
が
ら
は
し
や
い
で

い
る
必
の
子
の
会
話
で
あ
る
▼
分
か
ら
な
い

言
葉
の
多
い
の
に
驚
い
た
。
そ
れ
で
恐
る
恐

る
尋
ね
て
み
る
と
、
「
酒
χ
飲
ん
で
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
か
ら
ん
だ
り
、
け
ん
か
し
た
り
、
大
ジ
ョ
ッ

キ
で
ビ
ー
ル
χ
飲
ん
で
h
司
の
恋
日
χ
言
っ
た
り

す
る
の
が
お
じ
さ
ん
ギ
ャ
ル
」
「
か
な
か
の
で
た

年
輩
の
お
じ
さ
ん
が
な
性
に
エ
″
チ
な
行
為
を

す
る
の
が
セ
ク
ハ
ラ
」
だ
そ
う
だ
▼
彼
な
た

ち
の
話
に
よ
る
と
「
大
野
に
だ
っ
て
こ
ん
な
女

の
子
い
る
よ
」
と
い
う
。
「
ギ
ャ
ル
の
お
じ
ん
化

お
じ
ん
の
ギ
ャ
ル
化
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
生

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
男
が
か
〈
言
葉
χ
使
い
、

な
は
自
分
の
こ
と
を
「
ぼ
く
」
と
言
っ
た
り
し

て
好
ん
で
男
言
葉
×
使
う
と
い
う
。
中
に
は
ヤ

ク
ザ
の
使
う
よ
う
な
言
葉
χ
イ
キ
だ
と
川
犬
て

い
る
子
も
い
る
と
の
こ
と
だ
▼
造
語
か
外
来
語

か
日
本
語
か
分
か
ら
な
い
言
葉
が
急
増
し
て
い

る
。
味
わ
い
の
あ
る
方
言
な
ど
は
古
く
さ
い
と

し
て
私
達
の
周
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
く

け
れ
ど
時
代
の
コ
ト
バ
χ
使
う
こ
と
で
知
識
ぶ

っ
た
り
、
新
し
い
セ
ン
ス
が
あ
る
と
錯
覚
し
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
、
日
本
語
で
も
な
い
よ
う
な

日
本
語
χ
好
き
好
ん
で
使
う
必
要
は
な
い
は
ず

で
あ
る
が
、
一
方
で
は
動
き
の
旱
い
社
会
に
ヒ

ッ
タ
シ
の
コ
ト
バ
χ
求
め
て
新
語
が
生
ま
れ
る

▼
し
か
し
、
こ
の
広
報
は
あ
く
ま
で
も
多
く
の

人
に
理
解
さ
れ
や
す
い
I
柴
χ
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
戌
め
て
い
る
（
H
）

陛
竹
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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